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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アイウェアであって、
　少なくとも１枚のレンズと、
　少なくとも１本のテンプルと、
　前記レンズに取り付けられた係合突出と、前記テンプルの端に取り付けられた結合メカ
ニズムとを含む保持アセンブリであって、前記係合突出は前記レンズに対して固定される
ように構成され、前記結合メカニズムは、前記係合突出を収容するように構成されたケー
スと、前記係合突出からの離脱又は前記係合突出との係合のために開位置と閉位置との間
で動くことを可能にするために、前記ケースに対して回転可能式に且つ滑り可能式に取り
付けられたレバーメカニズムと、前記レバーメカニズムとは別体であって、前記レバーメ
カニズムを少なくとも閉位置に促すように構成された付勢メカニズムとを含む、保持アセ
ンブリと、
　を備えるアイウェア。
【請求項２】
　請求項１に記載のアイウェアであって、
　前記係合突出は、前記テンプルを前記レンズに対してしっかり取り付けるために、前記
レバーメカニズムが前記閉位置にあるときに前記レバーメカニズムの対応する係合部分と
相互に接続するように構成された、噛み合い部分を含む、アイウェア。
【請求項３】
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　請求項１または２に記載のアイウェアであって、
　前記レバーメカニズムは、滑りメカニズムを含み、前記滑りメカニズムは、前記係合突
出に係合されるように構成された前記付勢メカニズム及びロック構造を含む、アイウェア
。
【請求項４】
　アイウェアであって、
　少なくとも１枚のレンズと、
　少なくとも１本のテンプルと、
　前記レンズを前記テンプルに対して解除可能式に留め付けるように構成され、前記レン
ズに装着された係合突出と、前記テンプルの端に装着された結合メカニズムとを含む保持
アセンブリであって、前記係合突出は前記レンズに対して固定されるように構成され、前
記結合メカニズムは、前記係合突出を収容するように構成されたケースと、前記係合突出
からの離脱又は前記係合突出との係合のために開位置と閉位置との間で動くことを可能に
するために、前記ケースに対して回転可能式に且つ滑り可能式に取り付けられたレバーメ
カニズムと、前記レバーメカニズムとは別体であって、前記レバーメカニズムを少なくと
も閉位置に促すように構成された付勢メカニズムとを含む、保持アセンブリと、
　を備えるアイウェア。
【請求項５】
　請求項４に記載のアイウェアであって、
　前記係合突出は、前記テンプルを前記レンズに対してしっかり取り付けるために前記レ
バーメカニズムが前記閉位置にあるときに前記レバーメカニズムの対応する係合部分と相
互に接続するように構成された、噛み合い部分を含む、アイウェア。
【請求項６】
　請求項４または５に記載のアイウェアであって、
　前記係合突出は、くさび形状を含み、前記ケースの開口は、前記係合突出を収容するよ
うに構成される、アイウェア。
【請求項７】
　請求項１ないし３、５、６のいずれか一項に記載のアイウェアであって、
　前記アイウェアがフレーム無しに構成される、アイウェア。
【請求項８】
　請求項２または５に記載のアイウェアであって、
　前記レバーメカニズムの前記係合部分が、前記テンプルを前記レンズに対してしっかり
と取り付けるために、前記噛み合い部分の上を滑り、閉位置に回転するように構成される
、アイウェア。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、２０１１年９月２２日に出願された米国仮出願第６１／５３８，０６８号の
優先権を主張する。上記出願の内容は、その全体を参照によってここに組み込まれ、本明
細書の一部とされる。
【背景技術】
【０００２】
＜技術分野＞
　本発明は、総じて、アイウェアのための取り付けシステムに関し、特に、光学レンズを
取り付ける及び保持するための方法と装置とに関する。
【０００３】
＜関連技術の説明＞
　近年、アイウェアの分野、なかでも特に、激しいスポーツにおける使用又はファッショ
ン用サングラスとしての使用を意図されたアイウェアなどの分野において、多岐にわたる
様々な改善がなされてきた。これらのアイウェア設計は、これまでの激しいスポーツ用の
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アイウェアと比べて、周辺光の遮断を最大にする、光学的歪みを抑制する、及び着用者の
快適さの水準を上げるなど、機能面における様々な改善を提供している。
【０００４】
　高品質アイウェアの分野、なかでも特に、ハイスピードのアクションスポーツにおける
使用を意図されたアイウェアなどの分野における継続的な目的は、アイウェアによって導
入される歪みを最小限に抑えることである。歪みは、レンズの光学部分を構成する材料の
品質の悪さや、レンズ用の研磨技術及び／又は成形技術の水準の低さなどの、様々な影響
によってもたらされる可能性がある。また、光学的歪みは、レンズリムの形状の変化、又
は着用者の垂直な視線に対するレンズの向きの悪さなどの、レンズとフレームとの相互作
用に起因して生じる可能性がある。
【０００５】
　ポリマフレーム又はメタルワイヤフレームを使用したメガネシステムは、衝撃、保管に
由来する力、アイウェアの組み立てプロセスに起因する力、並びに太陽光及び熱への暴露
などの、様々な環境的要因に起因する、曲げや屈曲の影響を特に受けやすい。レンズの屈
曲、又は一方のレンズの向きの他方のレンズ若しくはテンプルに対する無制御な逸脱は、
その光レンズが矯正用（度付き）レンズであれ非矯正用レンズであれ、メガネの光学的特
性を望ましくない形で変化させる可能性がある。
【０００６】
　また、多くのアイウェアシステムは、締まり嵌めを使用してレンズが保持される組み立
て方をされる。デュアルレンズのアイウェアは、メガネのレンズを支える１対のリムを有
するフレームを含む。フレームは、単一の部品として形成されるのが一般的であり、該部
品は、その後、使用者がメガネを着用することを可能にする左右のテンプルにヒンジ結合
される。場合によっては、左右のリムが、左右のそれぞれのレンズを概ね連続して取り囲
んでいる。フレームのリムにレンズを収容するために、リムは、その周縁内を走る溝を有
することができる。溝の底は、総じて、レンズの周縁の幾何学形状に一致するように形成
される。メガネの組み立ての際に、レンズは、リムの溝に押し込まれて、非常にきつい締
まり嵌めを生じる。残念なことに、その変形は、光学的歪み又はその他の望ましくない応
力をレンズに対して生じる可能性がある。
【０００７】
　メガネ設計における更なる検討事項は、レンズの互換容易性である。例えば、連続した
環状のリムを有するデュアルレンズメガネでは、交換などのためにレンズを取り外すこと
が困難であり、多くの場合、末端使用者にとって不可能である。したがって、メガネレン
ズ保持アセンブリの様々な態様における更なる改善が、今もなお必要とされている。
【発明の概要】
【０００８】
　本明細書で開示される特徴の１つ以上を取り入れたメガネ又はゴーグルなどのアイウェ
アの実施形態では、幾つかの有利な特徴を提示することができる。これらの特徴は、ユニ
タリレンズメガネについて例示されるが、デュアルレンズアイウェア又はゴーグルに取り
入れることも可能である。したがって、ここでは、簡潔さを期するために、ユニタリレン
ズメガネについての例示及び議論が示されるが、本議論及び本実施形態は、デュアルレン
ズメガネ若しくはユニタリレンズメガネにも又はゴーグルにも適用可能な特徴を例示する
ことを意図している。したがって、本明細書で開示される有利な特徴を含むゴーグルの実
施形態も提供することができる。当該分野における通常の理解にしたがうと、本明細書で
使用される「メガネ」という用語及びその類似の用語は、矯正用又は非矯正用の、ガラス
の又は非ガラスのレンズを伴った製品を含んでいる。
【０００９】
　更に、高性能アイウェア、なかでも特に、ハイスピードのアクションスポーツ又は軍事
的な用途における使用を意図されたアイウェアなどの分野における継続的な目的は、衝撃
抵抗及びレンズ安定性である。参照によってそれぞれの開示内容の全体を本明細書に組み
込まれる米国特許第４，７３０，９１５号、第５，３８７，９４９号、及び第７，３４７
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，５４５号で開示されたシステムを使用するなどによって、交換可能な部品及び／又はレ
ンズを使用して着用者がアイウェアを素早く変えることを可能にする様々な改良がなされ
てきた。本明細書で開示される一部の実施形態では、メガネ又はゴーグルの衝撃抵抗及び
レンズ安定性を強化するために、交換可能又は着脱可能なレンズに対して更なる支えを提
供することできる。支え用の特徴の幾つかの例が、出願人らによる２０１０年４月８日発
行の米国特許出願公開公報第２０１０／００８５５３３号に示されており、これは、現在
では、２０１１年６月７日発行の米国特許第７，９５４、９４２号であり、参照によって
本明細書にその全体を組み込まれる。支えのための特徴の更なる例は、出願人らによる同
時係属の２０１１年１月１３日発行の米国特許出願公開公報第２０１１／０００７２６２
号、２０１１年２月３日出願の米国出願第１３／０２０，７４７号、及び２０１１年３月
１８日出願の米国出願第１３／０５１，９１３号に示されており、これらは、それぞれ参
照によってその全体を本明細書に組み込まれる。
【００１０】
　一部の実施形態では、少なくともある程度は、メガネ又はゴーグルの耐性設計が、１つ
以上のレンズ保持メカニズム又はデバイスを使用してレンズがメガネ又はゴーグルのテン
プルに留め付けられることを可能にすることができる。更に、メガネ又はゴーグルのレン
ズは、レンズがテンプルに結合されることを可能にする対応する係合特徴を含むことがで
きる。
【００１１】
　一部の実施形態は、最適な光学的特性を概ね保ちつつ（例えばレンズの光学的特性を弱
める、失わせる、又は損なうことなく）レンズをフレームに対して有利にしっかり保持す
ることができる。例えば、レンズは、成形時におけるレンズの幾何学形状を概ね保つやり
方でフレームに留め付ける及び／又はフレームで支えることができる。更に、本明細書で
開示される実施形態は、優れた衝撃抵抗及びレンズ安定性を提供しつつ、着用者がレンズ
を取り付けることが可能であるとともにレンズが着用者によって容易に取り外し可能及び
交換可能であるメガネ又はゴーグルを有利に提供することができる。
【００１２】
　上記の利点の幾つかを達成するために、一部の実施形態は、着用者の視野内で少なくと
も１枚のレンズを支えることができるメガネアイウェア又はゴーグルアイウェアを提供す
る。アイウェアは、レンズをテンプルに対して留め付けるためのレンズ保持手段を含むこ
とができる。レンズ保持手段は、１つ以上の保持アセンブリを含むことができる。保持メ
カニズムは、レンズをテンプルに対して留め付けるための定置のすなわち受動的な保持メ
カニズム及び／又は可動なすなわち能動的な保持メカニズムを含むことができる。
【００１３】
　更に、保持アセンブリの一部の実施形態は、少なくとも１つの係合部分を有する１枚以
上のレンズを含むことができる。レンズの（１つ以上の）係合部分は、レンズとテンプル
とがぴったり嵌り合うことができるように、テンプルにおける対応する（１つ以上の）保
持メカニズム、（１つ以上の）係合構造、又は（１つ以上の）抑制部分と概ね相補的な形
状を有することができる。例えば、レンズの（１つ以上の）係合部分は、凹所、突出、開
口、戻り止め、周縁切り抜き、又はその他の係合可能構造を含むことができる。テンプル
における（１つ以上の）保持メカニズム、（１つ以上の）係合構造、又は（１つ以上の）
抑制部分は、レンズをフレームに対して留め付けるために、レンズの（１つ以上の）係合
部分に係合することができる。
【００１４】
　例えば、ユニタリレンズの実施形態では、保持メカニズムは、（１枚以上の）レンズの
両側又は両端と相互作用することができる。例えば、レンズの保持メカニズムの１つは、
レンズの外方側部に沿って位置付けられて、レンズとメガネのテンプルとの間に結合を形
成することができる。各テンプルの保持メカニズムは、テンプルの前方端に沿って配され
て、対応するレンズの保持メカニズムを収容する、同メカニズムに係合する、及び／又は
同メカニズムによって収容されるように構成することができる。保持アセンブリは、テン
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プルに相対的なレンズの１つ以上の運動自由度を抑制することができる。
【００１５】
　一部の実施形態では、テンプルは、可動なすなわち能動的なレンズ保持メカニズムを含
むことができる。能動的なレンズ保持メカニズムは、レンズの係合部分に係合してレンズ
をテンプルに対して留め付けるためのレバー又はラッチデバイスとして構成することがで
きる。ラッチデバイスは、レンズの保持メカニズム又は係合部分に係合するために離脱位
置と係合位置との間で可動である係合構造を含むことができる。ラッチデバイスの係合構
造は、レンズの保持メカニズム又は係合部分に直接的に又は間接的に係合することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　本発明の例示的な実施形態の様々な特徴が、図面を参照にして以下で説明される。例示
の実施形態は、発明を説明することを意図しており、発明を限定することは意図していな
い。図面は、以下の図を含む。
【図１】本発明の一実施形態にしたがった、メガネの正面斜視図である。
【図２】図１のメガネの後面斜視図である。
【図３】図１のメガネの正面図であり、そのテンプルはレンズから取り外されている。
【図４Ａ】一実施形態にしたがった、保持アセンブリの正面図である。
【図４Ｂ】図４Ａに示された保持アセンブリの側面図である。
【図５】一実施形態にしたがった、図４Ａの保持アセンブリのレンズに取り付けられた係
合突出の正面斜視図である。
【図６Ａ】図５の係合突出の側面図である。
【図６Ｂ】図５の係合突出の正面図である。
【図６Ｃ】図５の係合突出の上面図である。
【図７Ａ】一実施形態にしたがった、図４Ａの保持アセンブリの結合メカニズムの正面斜
視図である。
【図７Ｂ】図７Ａの結合メカニズムの後面斜視図である。
【図７Ｃ】図７Ａの結合メカニズムを図７Ａの線７Ｃ－７Ｃに沿って切り取った水平断面
図である。
【図８Ａ】一実施形態にしたがった、図７Ａの結合メカニズムのケースの正面斜視図であ
る。
【図８Ｂ】図８Ａのケースの後面斜視図である。
【図８Ｃ】図８Ａのケースを図８Ａの線８Ｃ－８Ｃに沿って切り取った水平断面図である
。
【図８Ｄ】図８Ｃに示されたケースの断面の斜視図である。
【図９Ａ】一実施形態にしたがった、図４Ａの保持アセンブリのレバーメカニズムの正面
斜視図である。
【図９Ｂ】一実施形態にしたがった、図４Ａの保持アセンブリのレバーメカニズムの後面
斜視図である。
【図９Ｃ】一実施形態にしたがった、図４Ａの保持アセンブリのレバーメカニズムの上面
図である。
【図１０Ａ】一実施形態にしたがった、図４Ａの保持アセンブリの付勢メカニズムの正面
斜視図である。
【図１０Ｂ】一実施形態にしたがった、図４Ａの保持アセンブリの付勢メカニズムの後面
斜視図である。
【図１１Ａ】一実施形態にしたがった、レバーメカニズムが開位置にあるときの保持アセ
ンブリの斜視図である。
【図１１Ｂ】一実施形態にしたがった、レバーメカニズムが開位置にあるときの保持アセ
ンブリの断面図である。
【図１２Ａ】一実施形態にしたがった、レバーメカニズムが半閉じ位置にあるときの保持
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アセンブリの斜視図である。
【図１２Ｂ】一実施形態にしたがった、レバーメカニズムが半閉じ位置にあるときの保持
アセンブリの断面図である。
【図１３Ａ】一実施形態にしたがった、レバーメカニズムが閉位置にあるときの保持アセ
ンブリの斜視図である。
【図１３Ｂ】一実施形態にしたがった、レバーメカニズムが閉位置にあるときの保持アセ
ンブリの断面図である。
【図１４】保持アセンブリの別の一実施形態の斜視図である。
【図１５Ａ】一実施形態にしたがった、図１４の保持アセンブリの係合突出の斜視図であ
る。
【図１５Ｂ】一実施形態にしたがった、図１４の保持アセンブリの係合突出の側面図であ
る。
【図１６Ａ】一実施形態にしたがった、図１４の保持アセンブリの結合メカニズムの正面
斜視図である。
【図１６Ｂ】一実施形態にしたがった、図１４の保持アセンブリの結合メカニズムの後面
斜視図である。
【図１６Ｃ】一実施形態にしたがった、図１４の保持アセンブリの結合メカニズムの断面
図である。
【図１７】一実施形態にしたがった、保持メカニズムが係合位置にあるときの、図１４に
示された保持メカニズムを図１４の線１７－１７に沿って切り取った断面斜視図である。
【図１８】一実施形態にしたがった、図１４の保持アセンブリの係合突出及び付勢メカニ
ズムの斜視図である。
【図１９】保持アセンブリの別の一実施形態の斜視図である。
【図２０Ａ】一実施形態にしたがった、図１９の保持アセンブリの係合突出の斜視図であ
る。
【図２０Ｂ】一実施形態にしたがった、図１９の保持アセンブリの係合突出の側面図であ
る。
【図２１Ａ】一実施形態にしたがった、図１９の保持アセンブリの結合メカニズムの正面
斜視図である。
【図２１Ｂ】一実施形態にしたがった、図１９の保持アセンブリの結合メカニズムの後面
斜視図である。
【図２１Ｃ】一実施形態にしたがった、図１９の保持アセンブリの結合メカニズムの断面
図である。
【図２２】一実施形態にしたがった、結合メカニズムが係合位置にあるときの、図１９に
示された保持メカニズムを図１９の線２２－２２に沿って切り取った断面斜視図である。
【図２３】一実施形態にしたがった、図１９の保持アセンブリの係合突出及び付勢メカニ
ズムの斜視図である。
【図２４】保持アセンブリの更に別の一実施形態の斜視図である。
【図２５Ａ】一実施形態にしたがった、図２４の保持アセンブリの係合突出の斜視図であ
る。
【図２５Ｂ】一実施形態にしたがった、図２４の保持アセンブリの係合突出の側面図であ
る。
【図２６Ａ】一実施形態にしたがった、図２４の保持アセンブリの結合メカニズムの正面
斜視図である。
【図２６Ｂ】一実施形態にしたがった、図２４の保持アセンブリの結合メカニズムの後面
斜視図である。
【図２６Ｃ】一実施形態にしたがった、図２４の保持アセンブリの結合メカニズムの断面
図である。
【図２７】一実施形態にしたがった、結合メカニズムが係合位置にあるときの、図２４に
示された保持メカニズムを図２４の線２７－２７に沿って切り取った断面斜視図である。
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【図２８Ａ】一実施形態にしたがった、図２４の保持アセンブリのレバーメカニズム及び
付勢メカニズムの斜視図である。
【図２８Ｂ】一実施形態にしたがった、図２４の保持アセンブリのレバーメカニズム及び
付勢メカニズムの斜視断面図である。
【００１７】
＜詳細な説明＞
　本説明は、様々な実施形態の具体的詳細を明記しているが、この説明は、例示的なもの
にすぎず、いかなる意味でも限定的だと見なされるべきではないことがわかる。また、本
発明の特定の実施形態は、ユニタリレンズ又はデュアルレンズのアイウェアシステムとの
関連のもとで開示又は図示されるだろうが、このような実施形態は、ユニタリレンズ及び
デュアルレンズの両方のアイウェアシステムに使用することができる。更に、本明細書で
開示される実施形態は、メガネに使用することができるが、このような実施形態は、ゴー
グルにも使用することができる。簡潔さを期するために、実施形態の例示及び議論は、総
じてデュアルレンズメガネに関連してなされるが、このような実施形態は、ユニタリレン
ズ若しくはデュアルレンズのメガネ、又はゴーグルにも使用することができる。
【００１８】
　更に、特定の実施形態は、ユニタリレンズを有するフレーム無しのアイウェア（メガネ
又はゴーグル）との関連のもとで開示又は図示されるだろうが、このような実施形態は、
フルリム又は部分リムのいずれを有するフレームにも使用することができる。本明細書で
開示される取り付けメカニズム又は保持アセンブリは、テンプルをレンズに取り付けるも
のとして示されているが、これらのメカニズム又はアセンブリの実施形態は、（１枚以上
の）レンズ、テンプル、フレーム、及びその他の部品などのアイウェアの１つ以上の部品
を相互に接続するために使用することができる。本明細書で開示される実施形態にしたが
った保持部品及び保持構造は、アイウェアのテンプル及び／又はフレーム部品などのアイ
ウェアの１つ以上の部品を相互に接続するために用いることもできる。保持アセンブリは
、主要なコネクタとして、又は別の保持アセンブリ若しくは保持システムと協働させるた
めの二次的なコネクタとしてのいずれかで用いられてよい。更に、このような実施形態の
様々な応用及びそれらに対する変更もまた、本明細書で説明される一般概念によって網羅
される。
【００１９】
　図１～２８Ｂは、本発明の実施形態を例示している。図１は、本発明の一実施形態にし
たがった、メガネ１０の正面斜視図である。図２は、メガネ１０の後面斜視図である。図
に示されるように、メガネは、ユニタリレンズ１２と、１対のテンプル１４、１６とを有
することができる。テンプル１４、１６は、それぞれの保持メカニズム２０、２２を使用
して、着脱可能式にレンズ１２に取り付けることができる。保持メカニズム２０、２２は
、着用者がユニタリレンズを別のユニタリレンズに交換してメガネ１０の見え方及び着用
感をカスタマイズすることを可能にするために使用することができる。また、レンズのノ
ーズピース開口部によって、１つ以上の異なるノーズピース（不図示）をレンズに結合す
る及び交換することができる。
【００２０】
　図３に示されるように、保持アセンブリ２２は、テンプル１６がレンズ１２から分離さ
れることを可能にすることができる。図４Ａ～Ｂは、一実施形態にしたがった、保持アセ
ンブリ２２の拡大立面図である。図に示されるように、保持アセンブリ２２は、ケース３
２を含む結合メカニズム３０と、レバーメカニズム３４と、係合突出３６と、実施形態に
よっては付勢メカニズム（不図示）とを含む。レバーメカニズム３４は、ケース３２に対
して回転可能式に装着することができる。結合メカニズム３０は、テンプル１６の前方端
に装着することができる。係合突出３６は、レンズ１２の外方部分に取り付けることがで
きる。結合メカニズム３０は、係合突出３６を収容して係合突出３６に係合するように構
成することができる。一部の実施形態では、結合メカニズム３０のケース３２は、開口５
０を含むように構成することができ、該開口は、係合突出３６が開口５０に着脱可能式に
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挿入されてケース３２に係合することを可能にするように構成される。係合突出３６と結
合メカニズム３０との間における係合の特徴は、本明細書で更に説明及び議論される。
【００２１】
　図５は、レンズ１２に取り付けられた係合突出３６の正面斜視図である。図６Ａ～Ｃに
示されるように、係合突出３６は、上から見たときの概ねくさび型の形状と、横から見た
ときの概ねくさび型の形状とを含むことができる。図６Ａは、前縁６０が、対応するケー
ス３２の開口５０の形状によって係合可能なアンダカット部分を提供するために傾斜可能
であることを示している。図６Ｂは、また、突出３６の外方側部６２も、対応するケース
３２の開口５０の形状によって係合可能なアンダカット部分を提供するために傾斜可能で
あることを示している。突出３６は、実施形態によっては、その形状及び構成にくさび形
状部分又はアンダカット部分を取り入れる必要がないように構成することもできる。
【００２２】
　図５～６Ｃに示されるような一部の実施形態にしたがうと、係合突出３６の形状は、係
合突出３６がそれに対応するケース３２の開口５０に容易に挿入されることを可能にする
ことができる。更に、一部の実施形態では、係合突出３６は、噛み合い部分６４を含むこ
とができる。噛み合い部分６４は、本明細書で更に論じられる一部の実施形態にしたがっ
て、対応するレバーメカニズムのフック部分又は係合部分と相互に接続可能な張り出した
縁を形成することができる。
【００２３】
　図７Ａは、結合メカニズム３０の正面斜視図である。レバーメカニズム３４は、それが
開位置と閉位置との間で動かされることを可能にするために、ケース３２に対して回転可
能式に取り付けることができる。一部の実施形態では、レバーメカニズム３４は、ケース
３２に対して滑り可能式に取り付けることもできる。したがって、保持アセンブリ２２の
うちの１つのメカニズムによって、回転運動と滑り運動とを実施することができる。
【００２４】
　例えば、レバーメカニズム３４のロックタブ７４は、係合突出３６との又は係合突出３
６からの結合メカニズム３０の係合又は離脱を可能にするために、滑り可能式に且つ回転
可能式に取り付けることができる。ロックタブ７４の動きは、テンプル１６をレンズ１２
に対してしっかり取り付けるために係合突出３６が複数の縁又は面でしっかり係合される
ことを可能にすることができる。
【００２５】
　例えば、図７Ｂに示されるように、ケース３２は、スロット７０を含むことができ、レ
バーメカニズム３４は、ケース３２に対して回転可能式に結合されて、回転軸７２を定め
ることができる。スロット７０は、必須ではなく、実施形態によっては省略可能である。
スロット７０の存在は、ピンを使用してレバーメカニズム３４をケース３２に対して回転
可能式に相互に接続する一部の実施形態の組み立てを助けることができる。
【００２６】
　（ケース３２に対してレバーメカニズム３４を回転可能式に結合するピン、突出、又は
その他の手段のいずれによって定められるにせよ、）回転軸７２は、レバーメカニズム３
４がケース３２の内部空洞又は係合空洞７６に対して回転可能及び滑り可能であることを
可能にするために、ケース３２内において滑り可能であることができる。
【００２７】
　例示の実施形態では、結合メカニズム３０は、更に、滑り又はロックメカニズム８０を
含むことができ、該メカニズムは、ケース３２の係合空洞７６内に配することができ、レ
バーメカニズム３４をケース３２の係合空洞７６に相対的に所定の位置に向かって促すこ
とができる。一部の実施形態では、滑り又はロックメカニズム８０は、相互接続ブロック
８４を伸長位置に向かって促すバネなどの付勢メカニズム８２を含むことができる。相互
接続ブロック８４は、レバーメカニズム３４との回転式の結合を提供することができる。
【００２８】
　一部の実施形態では、相互接続ブロック８４は、また、相互接続ブロック８４がレバー
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メカニズム３４の直線滑り運動を提供することを可能にする１つ以上の位置揃え溝又は構
造８６を含むこともできる。一部の実施形態では、相互接続ブロック８４は、係合空洞７
６との軸７２の位置揃えを維持する働きもすることができる。
【００２９】
　一部の実施形態では、結合メカニズム３０は、相互接続ブロック８４の前方端をレバー
メカニズム３４の後方端に及びスロット７０又は係合空洞７６内の対応する突出若しくは
凹部に回転可能式に結合するピン又は突出も含むことができる。このような実施形態では
、レバーメカニズム３４と滑り又はロックメカニズム８０との位置揃えを、それらの滑り
運動中にケース３２の係合空洞７６に相対的に維持することができる。例えば、ピン又は
突出には、相互接続ブロック８４及びレバーメカニズム３４に形成された孔と、ケース３
２内の１つ以上のスロットとを通って伸びる、別途形成された細長いピンがある。しかし
ながら、相互接続ブロック８４、レバーメカニズム３４、及び／又はケース３２には、相
互接続ブロック８４、レバーメカニズム３４、及び／又はケース３２に回転可能式に結合
することができる１つ以上の突出を形成することもできる。これらの教示内容を使用して
、様々な組み合わせ及び構成が展開可能である。
【００３０】
　図７Ｃは、図７Ａの結合メカニズムを図７Ａの線７Ｃ－７Ｃに沿って切り取った水平断
面図である。図７Ｃの実施形態は、矢印９０に示されるように滑る又は矢印９２に示され
るように回転することができる。レバーメカニズム３４のこのような動きは、レバーメカ
ニズム３４のロックタブ７４が係合突出３６の噛み合い部分６４の上を滑り、回転し、噛
み合い部分６４の下を滑って係合突出３６に係合することを可能にすることができる。レ
バーメカニズム３４と係合突出３６との間におけるこの相互作用は、テンプル１６があら
ゆる方向からの大きな力に耐えること、なかでも特に、結合メカニズム３０を係合突出３
６から脱落させる又は離脱させる傾向があるだろう横方向からの力に耐えることを可能に
することができる。
【００３１】
　図８Ａ～Ｄは、ケース３２の一実施形態を様々な視点から図示している。これらの図は
、上端及び下端にスロット７０を有する係合空洞７６の代表的な構成を示している。更に
、１対の位置揃え突出８６も示されている。また、ケース３２の前方端１００は、係合突
出３６を収容するように構成された開口１０２を形成することができる。
【００３２】
　図に示されるように、そして一部の実施形態にあるように、開口１０２は、くさび形状
であってよく、係合突出３６の１つ以上の傾斜表面と相互作用することができる１つ以上
の傾斜表面１０４を含むことができる。開口１０２のくさび形状は、係合突出３６が開口
１０２に又は開口１０２から容易に挿入される又は取り外されることを可能にすることが
できる。更に、係合突出３６の傾斜表面と、表面１０４との相互作用は、ケース３２に相
対的な係合突出３６の動きを抑制することができる。更に、開口１０２及び係合突出３６
は、開口１０２に収容されている間における係合突出３６の回転運動を阻止する１つ以上
の真っ直ぐな縁、切り欠き、又はその他の特徴的な形状を含むように構成することもでき
る。
【００３３】
　したがって、一部の実施形態では、係合突出３６と開口１０２との間における相互作用
は、ケース３２に相対的な係合突出３６の、１つを除く全ての運動度合いを抑制するのに
十分であることができる。本明細書で論じられるように、レンズに対してテンプルがしっ
かり取り付けられるようにケース３２に相対的な係合突出の最終的な運動度合いを抑制す
ることができるレバーメカニズムを使用したロック機器の、様々な実施形態が提供される
。本明細書に記されるように、本明細書で開示される結合又は保持メカニズムは、テンプ
ルとレンズとの間で使用することができるのみならず、１本のテンプル沿いで又は１本の
フレーム上でなどのように、アイウェアのその他の部品の間で、及び（１枚以上の）レン
ズ、フレーム、テンプル、又はメガネ若しくはゴーグルのその他の部品の間などのように
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、アイウェアのパーツに相対的に使用することもできる。
【００３４】
　図９Ａ～Ｃは、一実施形態にしたがった、レバーメカニズム３４の正面斜視図、後面斜
視図、及び上面図である。図に示されるように、レバーメカニズム３４は、ハンドル部分
１２０と、孔１２２と、ロックタブ７４とを含むことができる。ハンドル部分１２０は、
係合突出３６に相対的なロックタブ７４の位置を調整するためにレバーメカニズム３４を
回転させるために使用することができる。例示の実施形態では、孔１２２は、ケース３２
に相対的なレバーメカニズム３４の回転運動及び／又は滑り運動を促進するためにピンを
そのなかに通らせるように構成することができる。
【００３５】
　図１０Ａ～Ｂは、滑り又はロックメカニズム８０の相互接続ブロック８４の一実施形態
の正面斜視図及び後面斜視図である。図に示されるように、相互接続ブロックは、相互接
続ブロック８４を結合メカニズム３０のレバーメカニズム３４に対して回転式に結合する
ように構成された１対の孔１３０を含むことができる。相互接続ブロック８４は、ケース
３２の位置揃え溝又は構造８６と相互作用してケース３２に相対的な相互接続ブロック８
４の滑り運動を促進することができる１対の位置揃え凹所１３２を含むことができる。ま
た、相互接続ブロックは、相互接続ブロック８４をケース３２内の伸長位置又は後退位置
に向かって弾性的に促すことができるコイルバネ、板バネ、撓み可能な付勢部材、又はそ
の他の構造などの、付勢手段と相互接続するための、係合部分１３４を含むことができる
。一部の実施形態では、付勢手段は、相互接続ブロック８４を中間位置から遠ざからせる
双位置のすなわち二段階位置の付勢を提供することができる。したがって、一部の実施形
態では、相互接続ブロック８４は、レバーメカニズム３４を開位置又は閉位置に向かって
促すことができる一方で、中間閉位置の維持に抵抗することを意図することができる。一
部の実施形態では、レバーメカニズムのロックタブと、係合突出との間における相互作用
も、レバーメカニズムを開位置又は閉位置のいずれかに向かわせる傾向がある。
【００３６】
　図１１Ａ～１３Ｂは、突出３６に相対的なレバーメカニズム３４の係合及び動きの最中
における保持アセンブリ２２を様々な視点から示している。図１１Ａ～Ｂは、レバーメカ
ニズム３４が開位置にあるときの保持アセンブリ２２の斜視図及び断面図である。図１２
Ａ～Ｂは、レバーメカニズム３４が半閉じ位置にあるときの保持アセンブリ２２の斜視図
及び断面図である。図１３Ａ～Ｂは、レバーメカニズム３４が閉位置にあるときの保持ア
センブリ２２の斜視図及び断面図である。
【００３７】
　これらの図面に示された実施形態にしたがうと、レバーメカニズム３４のロックタブ７
４は、図に示された開位置と閉位置との間における回転及び滑り運動を完了させることに
よって、係合突出３６の噛み合い部分６４に係合することができる。例えば、図１１Ｂに
おいて、ロックタブ７４は、該タブが矢印１６０の方向に促されるのに伴って、最初、回
転に対する抵抗に遭遇する可能性がある。したがって、レバーメカニズム３４は、矢印１
６２の方向に滑り、滑り又はロックメカニズム８０の付勢メカニズム８２を押し込んで、
圧縮構成をとらせる必要がある。レバーメカニズム３４が十分な量を滑ったら、図１２Ｂ
に示されるように、ロックタブ７４は、係合突出３６の噛み合い部分６４を通過するまで
矢印１６４の方向に回転することができる。ロックタブ７４が噛み合い部分６４を通過す
るのに十分な量を回転したら、レバーメカニズム３４は、ロックタブ７４と噛み合い部分
６４とが互いに係合されるまで矢印１６６の方向に促される。
【００３８】
　一部の実施形態では、ロックタブ７４と噛み合い部分６４との係合は、例示の実施形態
に示されるように、協働する又は相補的な凹所と突出とによって促進することができる。
ロックタブ７４及び噛み合い部分６４は、これらの部品間におけるしっかりした係合を可
能にする１つ以上の噛み合い構造を含むことができる。したがって、ロックタブ７４と噛
み合い部分６４との間における相互作用は、係合突出３６を結合メカニズム３０に対して
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しっかり保持することができる。一部の実施形態では、この係合は、これらの部品間にお
ける最終的な運動度合いを抑制することができる。更に、ロックタブ７４と噛み合い部分
６４との間における相互作用は、例示の実施形態に示されるように、ロックタブ７４と噛
み合い部分６４とがひとたび互いに係合されたらレバーメカニズム３４が回転不可能にな
るような相互作用であることができる。例えば、ロックタブ７４と噛み合い部分６４とを
離脱させるためには、ロックタブ７４を回転させて噛み合い部分６４を通過させるのに十
分な余裕が提供されるまで、レバーメカニズム３４を付勢メカニズム８２の付勢力に抵抗
して滑らせる必要があるだろう。したがって、このような実施形態は、普段使用中におけ
るレバーメカニズム３４の意図せぬ回転又は離脱を有利に阻止することができる。
【００３９】
　図１４～１８は、保持アセンブリ２００の別の一実施形態を示している。図１４は、保
持アセンブリ２００の斜視図である。保持アセンブリ２００は、結合メカニズム２０２と
、レバーメカニズム２０４と、係合突出２０６と、滑り又はロックメカニズム（不図示）
とを含むことができる。係合突出２０６は、レンズ２０８、又はアイウェアのその他の構
造に取り付けることができる。
【００４０】
　図１５Ａ～Ｂは、係合突出２０６の斜視図及び側面図であり、図１８は、係合突出２０
６の後面斜視図であり、係合突出２０６に組み込まれて係合突出２０６とレバーメカニズ
ム２０４との間における係合を促進することができる滑り又はロックメカニズム２１０を
示している。係合突出２０６の構造及び構成は、上記の係合突出３６のそれらと同様であ
ることができる。したがって、このような特徴は、参照によって本明細書に組み込まれ、
簡潔さを期するために繰り返されない。上記の係合突出３６の実施形態とは対照的に、係
合突出２０６は、係合突出２０６に滑りメカニズム２１０が組み込まれるように構成する
ことができる。図に示されるように、滑りメカニズム２１０は、矢印２２０の方向に係合
突出２０６に相対的に動くことができる。
【００４１】
　図１６Ａ～Ｃは、結合メカニズム２０２の一実施形態の正面斜視図、後面斜視図、及び
断面図である。結合メカニズム２０２は、ケース２３０と、レバーメカニズム２０４とを
含むことができる。図に示されるように、レバーメカニズム２０４は、ケース２３０に回
転可能式に結合することができる。上記の保持メカニズム２２の実施形態とは対照的に、
レバーメカニズム２０４は、固定の回転軸２３６を定めることができる。したがって、保
持アセンブリ２００のうちの異なるメカニズムによって、回転運動と滑り運動とを実施す
ることができる。
【００４２】
　例えば、図１７は、結合メカニズム２０２が係合位置にあるときの保持アセンブリ２０
０の断面斜視図を示している。上記の実施形態と同様に、ロックメカニズム２０４は、係
合突出２０６の噛み合い部分２４２に係合するように構成されたロックタブ２４０を含む
ことができる。結合メカニズム２０２を突出２０６に装着するために、係合突出２０６は
、先ず、レバーメカニズム２０４が開位置にある状態（不図示）で、ケース２３０の係合
空洞に挿入される。その後、レバーメカニズム２０４は、（図１７に示されるような）閉
位置へ回転され、ロックタブ２４０は、レバーメカニズム２０４が閉位置に向かって回転
可能である窪み位置に噛み合い部分２４２を促すために、噛み合い部分２４２に接触する
。
【００４３】
　図１９は、保持アセンブリ３００の別の一実施形態の斜視図である。図２０Ａ～Ｂは、
一実施形態にしたがった、保持アセンブリ３００の係合突出３０６の斜視図及び側面図で
ある。図２１Ａ～Ｃは、一実施形態にしたがった、保持アセンブリ３００の結合メカニズ
ム３０２の正面斜視図、後面斜視図、及び断面図である。図２２は、一実施形態にしたが
った、保持アセンブリ３００の断面斜視図であり、保持アセンブリ３００の部品の構成、
相互接続、及び動きを例示している。図２３は、一実施形態にしたがった、保持アセンブ
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リ３００の係合突出３０６及び滑り又はロックメカニズム３１０の斜視図である。
【００４４】
　図に示されるように、保持アセンブリ３００の機能及び動作は、レンズ３０８に対して
テンプルをしっかり固定するためにレンズ３０８と保持アセンブリ３００との間にしっか
りした係合を提供することができる。特に、保持アセンブリ３００は、保持アセンブリ２
００及び保持アセンブリ２２で必要とされたのと反対の方向にレバーメカニズム３０４を
回転させることによって作動させることができる。したがって、レバーメカニズム３０４
を閉位置に動かすためには、レバーメカニズム３０４をアセンブリ２２、２００のように
前方向に回転させる代わりに後方の方向に回転させる必要があるだろう。このように、動
きがいずれの方向であるにせよ、ロックタブ３４０をそれに対応する係合突出３０６の噛
み合い部分３４２に係合可能にするようにレバーメカニズム３０４の構成を変更可能であ
る実施形態を提供することができる。したがって、保持アセンブリ３００は、設計上の必
要に応じてレバーメカニズムを前方向又は後方方向のいずれかに動かすことによってレバ
ーメカニズムを閉位置に向かって回転可能にするように保持アセンブリ２２が変更可能で
あることを例示している。
【００４５】
　保持アセンブリ３００は、滑り又はロックメカニズム３１０を係合突出３０６に組み込
むことによって回転運動と滑り運動とを保持アセンブリ２２に関して上述されたような１
つの部品ではなく別々の部品に分離するという概念も例示している。しかしながら、実施
形態によっては、滑り運動及び回転運動が必要とされないことがある。したがって、回転
運動のみが提供される実施形態では、レバーメカニズムは、ロックタブが回転中に撓むこ
と、及びレバーメカニズムが閉位置にきたときにロックタブが係合突出に係合することを
可能にする弾性材料を含むことができる。更に、係合突出に係合するためにレバーメカニ
ズムが滑るのみであるその他の実施形態も提供することができる。
【００４６】
　保持アセンブリの更に別の一実施形態が、図２４～２８Ｂに例示されている。図２４は
、保持アセンブリ４００の斜視図である。図２５～Ｂは、一実施形態にしたがった、保持
アセンブリ４００の係合突出４０６の斜視図及び側面図である。図２６～Ｃは、一実施形
態にしたがった、保持アセンブリ４００の結合メカニズム４０２の正面斜視図、後面斜視
図、及び断面図である。図２７は、一実施形態にしたがった、結合メカニズム４０２が係
合位置にあるときの保持アセンブリ４００の断面斜視図である。図２８Ａ～Ｂは、一実施
形態にしたがった、保持アセンブリ４００のレバーメカニズム４０４及び滑りメカニズム
４１０の斜視図及び斜視断面図である。
【００４７】
　保持アセンブリ４００は、レバーメカニズム４０４に付勢メカニズムが組み込まれるよ
うに構成することができる。したがって、レバーメカニズム４０４上に又はレバーメカニ
ズム４０４内に設けられ保持アセンブリ４００の係合突出４０６と又は係合突出４０６か
ら係合可能である又は離脱可能である滑り可能な及び／又は付勢された構造によって、ロ
ック機能を実施することができる。図２８Ａ～Ｂは、滑りメカニズム４１０を組み込んだ
レバーメカニズム４０４を例示している。滑りメカニズム４１０は、保持アセンブリ４０
０の係合突出４０６との係合を促されることが可能な付勢メカニズム及びロック構造４１
２を含むことができる。
【００４８】
　したがって、保持アセンブリ４００は、レバーメカニズム４０４が、一部の一実施形態
では、レバーメカニズムと係合突出との係合を促進するためにレバーメカニズムに組み込
まれた滑りメカニズム４１０によって閉位置と開位置との間で回転可能であることを例示
している。
【００４９】
　閉位置に達するために前方向又は後ろ方向にレバーメカニズムが回転する様々な実施形
態を提供することができる。更に、保持アセンブリは、係合突出、レバーメカニズム、及
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び／又は結合メカニズムのケースに組み込み可能な１つ以上の滑り又はロックメカニズム
を含むことができる。また、結合メカニズムのロックタブと、係合突出の噛み合い部分と
の間における係合は、噛み合い部分に相対的なロックタブの回転運動及び／又は滑り運動
を通じて実現することができる。一部の実施形態では、ロックタブは、レバーメカニズム
上に、並びに／又は滑り及びロックメカニズム上に形成することができる。
【００５０】
　一部の実施形態では、レンズ保持アセンブリは、メガネのレンズ及びテンプルに対して
優れた衝撃抵抗を提供することができる。保持アセンブリは、メガネの（１枚以上の）レ
ンズ及び／若しくはテンプルに組み込まれる、（１枚以上の）レンズ及び／若しくはテン
プルによって運ばれる、又は（１枚以上の）レンズ及び／若しくはテンプルで支えられる
。保持アセンブリの１つ以上の部位品は、既存のアイウェアに組み付け可能な別のパーツ
として形成することもできる。
【００５１】
　本明細書で開示されるメガネの実施形態は、衝撃事件を受けてレンズが一時的に及び／
又は永久的にテンプルから実質的に離れることがないように保証する傾向を有することが
できる。更に、メガネの実施形態は、レンズに伝わる力がレンズとテンプルとの間におけ
る係合を実質的に維持しつつメガネのテンプルにも概ね伝わるように構成することができ
る。例えば、このようなメガネのレンズは、損傷される（割れる又は欠ける）かもしれな
いが、テンプルから離れる事態は避けられる。この衝撃抵抗は、着用者にとって優れた保
護を提供することができる。
【００５２】
　また、レンズ保持アセンブリは、レンズ保持アセンブリの少なくとも一部分に沿って配
された、圧縮性材料又は可撓性材料などの弾性材料を含むことができる。例えば、レンズ
保持アセンブリの突出、コネクタ、ボディ、若しくはその他の構造若しくは部品は、１つ
以上の弾性材料で形成することができる、又はそうでなければ１つ以上の弾性材料を含む
ことができる。その結果、レンズ保持アセンブリと（１枚以上の）レンズ及び／又はテン
プルとの間の相互接続に対して衝撃事件が損傷を及ぼすことが起きにくくなる。一部の実
施形態では、レンズ保持アセンブリの突出は、弾性材料若しくは可撓性材料で形成するこ
とができる、又は弾性材料若しくは可撓性材料で形成された被覆、層、若しくは１つ以上
の表面特徴を含むことができる。突出及び／又は弾性材料若しくは可撓性材料などのレン
ズ保持アセンブリは、レンズよりも小さい弾性率を有することができる。更に、突出及び
／又は弾性材料若しくは可撓性材料などのレンズ保持アセンブリは、テンプルよりも小さ
い弾性率を有することができる。したがって、レンズ保持アセンブリの少なくとも一部分
が、衝撃事件からの力又は振動を弱める又は吸収することができる。
【００５３】
　ユニタリレンズを含む一部の実施形態では、レンズは、少なくともその両側方において
係合される及び／又は支えられることが可能である。例えば、ユニタリレンズは、正中線
の左側の第１の保持メカニズムと、正中線の右側の第２の保持メカニズムとを使用して、
フレームに留め付けられてよい、及び／又はフレームによって支えられてよい。保持アセ
ンブリは、本明細書で開示される任意の受動的又は能動的な保持メカニズムを含むことが
できる。第１の保持アセンブリは、ヒンジからヒンジまでを測ったレンズの長さの左側方
３分の１以内の点に位置決めされてよい。第２の保持アセンブリは、フレームの右側方３
分の１以内の点に位置決めされてよい。一般に、保持アセンブリは、レンズの長さに沿っ
て対称的に間隔を空けることができる、又は対称面（解剖学的正中線）を挟んで鏡像をな
すことができる。
【００５４】
　これらの発明の実施形態は、特定の実施例との関連のもとで開示されてきたが、当業者
にならば、本発明が、具体的に開示された実施形態の範囲を超えて、発明のその他の代替
の実施形態及び／又は使用、並びにそれらの自明の変更形態及び均等物にまで及ぶことが
理解される。また、発明の幾つかのヴァリエーションが詳細に図示及び説明されてきたが
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、当業者にならば、この開示内容に基づいて、これらの発明の範囲内であるその他の変更
形態が容易に明らかになる。また、実施形態の特定の特徴及び態様の様々な組み合わせ又
は部分組み合わせがなされてよく、これらもまた、本発明の範囲に入ると考えられる。開
示された実施形態の様々な特徴及び態様は、開示された発明の様々な形態を形成するため
に、互いに組み合わされる又は置き換えられることが可能であることを理解されるべきで
ある。いずれの実施形態も、開示された任意の実施形態の１つ以上の特徴を含むことがで
きる。
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